
戦後７０周年を思うと

今年は戦後７０周年であるが，当時の大変な
経験を記憶されている方は減少し，当時を知る
手段は記録に頼ることが多くなってきた。私が
勤務する電気硝子工業会も，来年１１月で設立
７０周年であるが，設立２５周年記念事業の一環
として出版された「電気ガラス工業の歩み」で
設立当時を窺い知ることができる。それによる
と，戦後において，当工業会はガラス産業の中
でも逸早く設立されており，その背景には昭和
２１年７月のGHQ（連合軍司令部）が各工場へ
通知した次のような製品の重点順位の指示があ
った。
①進駐軍製品ならびに進駐軍家族用硝子器
②順位を定めずに，薬壜，アンプルその他の
衛生用硝子，食糧品容器硝子，理化学用硝
子，電気用硝子（電球，真空管用硝子）

③ビール壜，酒壜，洋酒壜，飲料水壜，装飾
美術品等は当分のうち生産見合わせ

かくして電球用ガラスと真空管用ガラスの製造
が許可されることになり，戦時中には電球用ガ

ラス工場が全国で３５工場だったのが，GHQ指
示後は２倍を超える数となった。その後の生産
量の増加は目覚ましく，昭和２１年５月に始ま
った電球の配給統制が昭和２３年８月１日に他
の重要物資に先駆けて廃止となった。戦後の社
会復興に当工業会の貢献も大きかったことを知
り，工業会の諸先輩に敬意を表したい。

他人の空似，元を糾せば

ところで，７０年を遥かに超える１８００年前の
弥生時代の日本の人口はどのくらいであったろ
うか。歴史人口学の鬼頭宏氏による推測値には
約６０万人とある。総務省が４月１７日に発表し
た２０１４年１０月の日本の総人口は１億２７０８万
人であり，
弥生時代から比べるとなんと２１２倍である。

他人の空似とは良く言ったもので，電車で座っ
ていると対面の人が誰かに似ていることが多々
ある。それも不思議ではなく，元を糾せば弥生
時代の６０万人，いやそれ以前のもっと少ない
人から受け継いだDNAを持つ人が大勢いるか
らではないか。ところが，DNAを受け継がな
い他人の空似があるのをご存じだろうか。私は
休日の朝に散歩することが多いが，犬を連れて
散歩される方に会うのも珍しくない。その際，
人の顔と犬の顔を見比べてツイツイ吹き出しそ
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うになることがある。それは，人の顔の表情と
犬の顔の表情がそっくりな事が少なくないので
ある。笑みを浮かべた顔，しかめっ面，下目使
いで元気のない顔，のほほんとした顔等々，
DNAに関係なく似ているのだ。それは，ご主
人様に忠実な犬の性質からくるのかもしれない
が，ひょっとしたら反対もあり得るのかもしれ
ない。

人が多いということは

話を基に戻し，人口の数字からつぶやいてみ
よう。西暦元年に約３億人であった世界人口は
１６００年以降は指数関数的に増え続け現在では
７２．５億人に達している。この人口の発熱量を
電力換算するとどうなるか。空調計算等に使用
する人の顕熱（発熱量）は５５w／人であり，世
界人口の０．７掛け（子供等を除く大凡）とする
と，７２．５億人×０．７×５５W／人＝２７９百万Kwと
なる。この発熱量は，原子力発電の１基当たり
の発電容量が約１百万Kwであることからす
ると，原子力発電の約２７９基分に相当すること
になる。２０１５年１月１日の世界の原子力稼働
数４３１基の約６５％に相当するものであり，料
理する際の発熱量や，工場での生産活動による
発熱量，交通による発熱量等々含めると人口増
加が如何に地球温暖化に影響を与えているかが
計り知れる。因みに日本の人口から発熱量を計
算すると約４．６基分で，日本の原子力数の約
１０％となる。尚，ウォーキング，ジョギング，
クロール（水泳）時の発熱量の電力換算はそれ
ぞれ２３３w，６９８w，１５１７wであり，健康を考
えなければ，地球温暖化防止のため運動は避け
た方が良いかもしれない。
更に，人の呼吸から排出されるCO２を算出

してみよう。人の１回の呼吸量が０．５Lで，１
分間に１５回呼吸するとし，その吐息中のCO２
濃度が４％として１日の排出量を計算すると，
（０．５L×１５回／分×６０×２４×０．０４）／１０００＝
０．４３２m３／日で，２０℃１気圧のCO２は１．８２１Kg
/m３であり，年の排出重量は０．４３２×１．８２１×

３６５＝２８７Kg／人・年である。これを世界人口
の０．７掛けで計算すると，１４．６億トン／年で，
日本の２０１３年度の温暖化ガスのCO２換算排出
量１４．１億トン／年を超える値となる。今後も人
口増加は避けられないことであり，一人一人が
エネルギー使用の削減を真剣に考えることが重
要であるとともに，人工による光合成の早期具
現化にも期待したい。

数の不思議

これまでの数字は，年，人口，発熱量といっ
たある固定の数字であるが，神は，時として，
人を弄ぶようなパズル的数字を人に与えてい
る。その一つとして，完全数がある。完全数と
は，その数自身を除く約数の和が，その数と等
しい自然数のことである。例えば６（＝１＋２＋
３），２８（＝１＋２＋４＋７＋１４）等の数である。紀
元前３世紀のユークリッドにより（２n―１）が素
数ならば２n―１（２n―１）は完全数であることが証明
され，２１（２２―１）＝６，２２（２３―１）＝２８，２４（２５―１）＝４９６，
２６（２７―１）＝８１２８が完全数であることが知られ，
１５世紀になり２１２（２１３―１）＝３３，５５０，３３６が発見さ
れた。時間に余裕が有る方はこの数字の全ての
約数を足して確かめられたら如何かな。その
後，最近のコンピューティングを駆使してもま
だ４８個しか発見されていないのが現状であ
る。因みに４８個目は n＝５７，８８５，１６１というか
らとてつもなく大きな数字である。また，紀元
前から人が試されている完全数であるが，「偶
数の完全数が無数にあるのか」，「奇数の完全数
は存在するのか」，「末尾が６か８以外の完全数
は存在するのか」という問題も未解決のままで
あり，神のみぞ知る不可思議な数字と言えよ
う。因みに，（２n―１）をメルセンヌ数と呼び，
これも高校の数学でおなじみであるが，１＋２１

＋２２＋２３＋・・・＋２n―１＝２n―１ となり不思議な
数と言えよう。

ガラス発祥の地の数

益々，ガラスとは縁のない話題になったの
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で，ガラスの発祥のことを考えるとしよう。そ
れは，約５千年前のメソポタミアで発見された
とのことだが，ガラスを見出すほどの高い文明
は，数の取り扱いにも窺われる。古代メソポタ
ミアの人は６０進法を使っていたのである。現
在では６０進法にあまりピンと来ない人が多い
ようであるが，時を計る時間や角度を表す度に
はいまだに６０進法のなごりがある。その他に
干支もその仲間であり，還暦を超えている筆者
にとって６０進法の重みを感じる次第である。
６０という数字は２，３，４，５，６の最小公倍数であ
り，その約数が多いことから除算に適した進数
でもある。更に，その当時の数学として１未満
の数を表す際に，小数の概念があったというか
ら驚きである。その少数の概念により，天文学
で星の運行を計算する際に良く使用されたとの
ことである。

夢のガラスを現実に

人の文明の発祥とともに生まれたガラスや数
は，５千年を経ても未だにどちらも多くの謎に
満ちているのが現実である。ただ，数において
は１５７２年にラファエル・ボンベリにより定義
された虚数が，今日の科学技術の進歩に大きく
貢献してきた。当初は役に立たない数字とされ
ていたが，フーリエやラプラス等により微分方
程式や位相空間への応用の道が開かれ，過渡現
象や非線形的現象を数値化することで制御理
論，電子回路技術，通信技術等の進歩を支える
源となっている。一方で，ガラスの進歩に物足
りなさを感じているのは私だけであろうか。今
までの思考の延長線上にない夢のようなガラス
製品やあっと驚く製造プロセス等の発見・発明
を目指し，現在の夢が未来の当たり前になる時
が来るのを信じたい。その夢の具現化に向けた
ニューガラスフォーラムの今後の活躍を期待し
て，取りとめのない小生のコラムを終えたい。
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